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４

外
国
為
替
資
金
特
別
会
計
か
ら
の
一
般
会
計
へ
の
繰

入
れ平

成
二
二
年
度
に
お
い
て
、
特
別
会
計
に
関
す
る
法

律
第
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
外
国
為
替
資
金
特
別

会
計
か
ら
の
一
般
会
計
の
歳
入
へ
の
繰
入
れ
を
す
る
ほ

か
、
同
特
別
会
計
か
ら
、
三
、
五
〇
〇
億
円
を
限
り
、

一
般
会
計
の
歳
入
に
繰
り
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と

と
し
た
。（
第
四
条
関
係
）

５

食
料
安
定
供
給
特
別
会
計
調
整
勘
定
か
ら
の
一
般
会

計
へ
の
繰
入
れ

平
成
二
二
年
度
に
お
い
て
、
特
別
会
計
に
関
す
る
法

律
第
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
食
料
安
定
供
給
特
別

会
計
調
整
勘
定
か
ら
の
一
般
会
計
の
歳
入
へ
の
繰
入
れ

を
す
る
ほ
か
、
同
勘
定
か
ら
、
一
〇
四
億
六
、
八
三
五

万
四
、
〇
〇
〇
円
を
限
り
、
一
般
会
計
の
歳
入
に
繰
り

入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
し
た
。（
第
五
条
関
係
）

６

そ
の
他

^

財
政
運
営
に
必
要
な
財
源
の
確
保
を
図
る
た
め
の

公
債
の
発
行
及
び
財
政
投
融
資
特
別
会
計
か
ら
の
繰

入
れ
の
特
例
に
関
す
る
法
律
に
お
け
る
財
政
投
融
資

特
別
会
計
か
ら
の
繰
入
れ
の
特
例
に
係
る
規
定
の
平

成
二
二
年
度
に
お
け
る
適
用
に
係
る
所
要
の
改
正
を

行
う
こ
と
と
し
た
。（
附
則
第
二
条
関
係
）

_

国
民
年
金
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
等
に
お

け
る
基
礎
年
金
の
国
庫
負
担
に
関
す
る
経
過
措
置
の

特
例
に
係
る
規
定
の
平
成
二
二
年
度
に
お
け
る
適
用

に
係
る
所
要
の
改
正
を
行
う
こ
と
と
し
た
。（
附
則
第

三
条
〜
附
則
第
五
条
関
係
）

７

こ
の
法
律
は
、
平
成
二
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す

る
こ
と
と
し
た
。

G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G

_

^

の
適
用
額
明
細
書
を
添
付
せ
ず
、
又
は
虚
偽
の

記
載
を
し
た
適
用
額
明
細
書
を
添
付
し
て
法
人
税
申

告
書
を
提
出
し
た
法
人
に
つ
い
て
は
、
そ
の
法
人
税

申
告
書
に
係
る
事
業
年
度
に
お
い
て
適
用
を
受
け
よ

う
と
す
る
法
人
税
関
係
特
別
措
置
の
適
用
は
な
い
も

の
と
す
る
こ
と
と
し
た
。

`

税
務
署
長
は
、
^

の
適
用
額
明
細
書
の
添
付
が
な

い
法
人
税
申
告
書
又
は
そ
の
適
用
額
明
細
書
の
記
載

に
虚
偽
が
あ
る
法
人
税
申
告
書
の
提
出
が
あ
っ
た
場

合
に
お
い
て
も
、
誤
り
の
な
い
適
用
額
明
細
書
の
提

出
が
あ
っ
た
と
き
は
、
故
意
に
不
添
付
又
は
虚
偽
記

載
を
し
た
と
認
め
ら
れ
る
場
合
を
除
き
、
そ
の
適
用

額
明
細
書
に
係
る
法
人
税
関
係
特
別
措
置
を
適
用
す

る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
し
た
。

４

適
用
実
態
調
査
の
実
施
（
第
四
条
関
係
）

^

財
務
大
臣
は
、法
人
税
関
係
特
別
措
置
に
つ
い
て
、

適
用
額
明
細
書
に
記
載
さ
れ
た
事
項
を
集
計
す
る
こ

と
に
よ
り
、
法
人
税
関
係
特
別
措
置
ご
と
の
適
用
法

人
数
、
適
用
額
の
総
額
等
の
適
用
の
実
態
を
調
査
す

る
こ
と
と
し
た
。

_

^

の
ほ
か
、
財
務
大
臣
は
、
租
税
特
別
措
置
の
適

用
の
実
態
を
調
査
す
る
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き

は
、
税
務
署
長
に
提
出
さ
れ
る
調
書
等
を
利
用
し
、

並
び
に
行
政
機
関
そ
の
他
の
関
係
団
体
に
対
し
資
料

の
提
出
及
び
説
明
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と

し
た
。

５

報
告
書
の
作
成
と
国
会
へ
の
提
出

財
務
大
臣
は
、
毎
会
計
年
度
、
租
税
特
別
措
置
（
適

用
実
態
調
査
を
実
施
し
た
も
の
に
限
る
。）ご
と
の
適
用

者
数
及
び
適
用
総
額
、
法
人
税
関
係
特
別
措
置
ご
と
の

高
額
適
用
額
そ
の
他
の
事
項
を
記
載
し
た
適
用
実
態
調

査
の
結
果
に
関
す
る
報
告
書
を
作
成
す
る
こ
と
と
し
、

内
閣
は
、
こ
れ
を
国
会
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

こ
と
と
し
た
。

な
お
、
こ
の
報
告
書
は
、
作
成
し
た
会
計
年
度
に
開

会
さ
れ
る
国
会
の
常
会
に
提
出
す
る
こ
と
を
常
例
と
す

る
こ
と
と
し
た
。（
第
五
条
関
係
）

６

適
用
実
態
調
査
情
報
の
提
供

行
政
機
関
の
長
等
は
、
政
策
評
価
を
行
う
た
め
、
財

務
大
臣
に
対
し
、
適
用
実
態
調
査
情
報
（
適
用
実
態
調

査
に
よ
っ
て
集
め
ら
れ
た
情
報
の
う
ち
、
文
書
、
図
面

又
は
電
磁
的
記
録
に
記
録
さ
れ
て
い
る
も
の
を
い
う
。

以
下
同
じ
。）の
提
供
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と

し
、
財
務
大
臣
は
、
こ
の
求
め
が
あ
っ
た
と
き
は
、
正

当
な
理
由
が
な
い
限
り
、
こ
れ
を
提
供
す
る
こ
と
と
し

た
。（
第
六
条
関
係
）

二
五

一
般
会
計
に
お
け
る
債
務
の
承
継
等
に
伴
い
必
要

な
財
源
の
確
保
に
係
る
特
別
措
置
に
関
す
る
法
律
の
一

部
改
正
関
係
（
第
二
五
条
関
係
）

罰
則
に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
見
直
し
を
行
う
こ
と

と
し
た
。

^

脱
税
犯
に
係
る
法
定
刑
の
引
上
げ

脱
税
犯
に
係
る
懲
役
刑
の
上
限
を
一
〇
年
（
改

正
前
五
年
）
に
、
罰
金
刑
の
上
限
（
定
額
部
分
）

を
一
〇
〇
万
円
（
改
正
前
五
〇
万
円
）
に
引
き
上

げ
る
。（
第
二
一
条
関
係
）

_

秩
序
犯
に
係
る
法
定
刑
の
引
上
げ

秩
序
犯
に
つ
い
て
、
一
年
以
下
の
懲
役
刑
を
設

け
る
と
と
も
に
、罰
金
刑
の
上
限
を
五
〇
万
円（
改

正
前
一
〇
万
円
）
に
引
き
上
げ
る
。（
第
二
二
条
関

係
）

二
六

そ
の
他

１

地
球
温
暖
化
対
策
の
た
め
の
税
に
つ
い
て
の
検
討

政
府
は
、
地
球
温
暖
化
対
策
の
た
め
の
税
に
つ
い

て
、
今
回
、
当
分
の
間
規
定
す
る
税
率
の
見
直
し
も

含
め
、
平
成
二
三
年
度
の
実
施
に
向
け
た
成
案
を
得

る
べ
く
、
更
に
検
討
を
進
め
る
も
の
と
し
た
。（
附
則

第
一
四
八
条
関
係
）

２

車
体
課
税
に
つ
い
て
の
検
討

政
府
は
、
車
体
課
税
に
つ
い
て
、
エ
コ
カ
ー
減
税

の
適
用
期
限
が
到
来
す
る
ま
で
に
、
地
球
温
暖
化
対

策
の
観
点
並
び
に
国
及
び
地
方
の
財
政
の
状
況
を
踏

ま
え
つ
つ
、
今
回
、
当
分
の
間
規
定
す
る
税
率
の
取

扱
い
を
含
め
、
簡
素
化
、
グ
リ
ー
ン
化
及
び
負
担
の

軽
減
等
を
行
う
方
向
で
抜
本
的
な
見
直
し
を
検
討
す

る
も
の
と
し
た
。（
附
則
第
一
四
九
条
関
係
）

二
七

こ
の
法
律
は
、
一
部
の
規
定
を
除
き
、
平
成
二
二

年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
こ
と
と
し
た
。

G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G

◇
平
成
二
十
二
年
度
に
お
け
る
財
政
運
営
の
た
め
の
公
債

の
発
行
の
特
例
等
に
関
す
る
法
律
（
法
律
第
七
号
）（
財

務
省
）

１

目
的

平
成
二
二
年
度
に
お
け
る
国
の
財
政
収
支
の
状
況
に

か
ん
が
み
、
同
年
度
に
お
け
る
公
債
の
発
行
の
特
例
に

関
す
る
措
置
、
財
政
投
融
資
特
別
会
計
財
政
融
資
資
金

勘
定
か
ら
の
一
般
会
計
へ
の
繰
入
れ
の
特
例
に
関
す
る

措
置
並
び
に
外
国
為
替
資
金
特
別
会
計
及
び
食
料
安
定

供
給
特
別
会
計
調
整
勘
定
か
ら
の
一
般
会
計
へ
の
繰
入

れ
の
特
別
措
置
を
定
め
る
こ
と
に
よ
り
、
同
年
度
の
適

切
な
財
政
運
営
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
こ
と
と

し
た
。（
第
一
条
関
係
）

２

特
例
公
債
の
発
行
等

財
政
法
第
四
条
第
一
項
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
り
発

行
す
る
公
債
の
ほ
か
、
平
成
二
二
年
度
の
一
般
会
計
の

歳
出
の
財
源
に
充
て
る
た
め
、
予
算
を
も
っ
て
国
会
の

議
決
を
経
た
金
額
の
範
囲
内
で
、
公
債
を
発
行
す
る
こ

と
が
で
き
る
こ
と
と
し
た
。（
第
二
条
関
係
）

３

財
政
投
融
資
特
別
会
計
財
政
融
資
資
金
勘
定
か
ら
の

一
般
会
計
へ
の
繰
入
れ

平
成
二
二
年
度
に
お
い
て
、
特
別
会
計
に
関
す
る
法

律
第
五
八
条
第
三
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
財
政
投

融
資
特
別
会
計
財
政
融
資
資
金
勘
定
か
ら
、
四
兆
七
、

五
四
一
億
円
を
限
り
、
一
般
会
計
の
歳
入
に
繰
り
入
れ

る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
し
た
。（
第
三
条
関
係
）

◇
租
税
特
別
措
置
の
適
用
状
況
の
透
明
化
等
に
関
す
る
法

律
（
法
律
第
八
号
）（
財
務
省
）

１

目
的

こ
の
法
律
は
、
租
税
特
別
措
置
に
関
し
、
適
用
の
実

態
を
把
握
す
る
た
め
の
調
査
及
び
そ
の
結
果
の
国
会
へ

の
報
告
等
の
措
置
を
定
め
る
こ
と
に
よ
り
、
適
用
の
状

況
の
透
明
化
を
図
る
と
と
も
に
、
適
宜
、
適
切
な
見
直

し
を
推
進
し
、
も
っ
て
国
民
が
納
得
で
き
る
公
平
で
透

明
性
の
高
い
税
制
の
確
立
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と

す
る
こ
と
と
し
た
。（
第
一
条
関
係
）

２

定
義
（
第
二
条
関
係
）

^

こ
の
法
律
に
お
い
て
「
租
税
特
別
措
置
」
と
は
、

内
国
税
を
軽
減
し
、
若
し
く
は
免
除
し
、
若
し
く
は

還
付
す
る
措
置
又
は
内
国
税
に
係
る
納
税
義
務
、
課

税
標
準
若
し
く
は
税
額
の
計
算
、
申
告
書
の
提
出
期

限
若
し
く
は
徴
収
に
つ
き
設
け
ら
れ
た
内
国
税
に
関

す
る
法
律
の
特
例
で
、租
税
特
別
措
置
法
の
規
定（
税

負
担
を
不
当
に
減
少
さ
せ
る
行
為
の
防
止
に
関
す
る

特
例
等
の
規
定
を
除
く
。）に
よ
り
規
定
さ
れ
た
も
の

を
い
う
こ
と
と
し
た
。

_

こ
の
法
律
に
お
い
て
「
法
人
税
関
係
特
別
措
置
」

と
は
、
租
税
特
別
措
置
の
う
ち
租
税
特
別
措
置
法
第

三
章
の
規
定
に
よ
る
も
の
を
い
う
こ
と
と
し
た
。

`

そ
の
他
こ
の
法
律
に
お
け
る
用
語
の
意
義
を
定
め

る
こ
と
と
し
た
。

３

適
用
額
明
細
書
の
提
出
義
務
（
第
三
条
関
係
）

^

法
人
税
申
告
書
を
提
出
す
る
法
人
で
、
法
人
税
関

係
特
別
措
置
（
税
額
又
は
所
得
の
金
額
を
減
少
さ
せ

る
規
定
等
に
よ
る
も
の
に
限
る
。
以
下
同
じ
。）の
適

用
を
受
け
よ
う
と
す
る
も
の
は
、
そ
れ
を
記
載
し
た

適
用
額
明
細
書
を
法
人
税
申
告
書
に
添
付
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
こ
と
と
し
た
。
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